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日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
』
第
206
号
「
国
際
政
治
の
な
か
の
同
盟
」（
二
○
二
二
年
三
月
）

国
際
文
化
関
係
運
営
の
政
策
を
構
想
す
る

―
「
文
化
外
交
」
を
超
え
る
思
考
枠
組
み
と
独
日
の
実
践

―
川　

村　

陶　

子

は 

じ 

め 

に

今
日
の
世
界
で
は
、
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
リ
ア
ル
お
よ
び
バ
ー
チ
ャ
ル
な
越

境
の
活
発
化
に
よ
り
、
国
際
社
会
の
基
盤
が
制
度
と
価
値
の
両
面
で
ゆ
ら
い
で

い
る
。
中
心
的
構
成
主
体
で
あ
る
〈
く
に
〉
す
な
わ
ち
主
権
国
民
国
家
は
脆
さ

を
露
呈
し
、
民
主
主
義
や
人
権
の
理
念
も
正
統
性
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
。
文

化
を
人
間
の
知
的
業
績
や
生
活
様
式
と
定
義
す
る
な
ら
、
多
様
な
文
化
的
背
景

を
も
つ
〈
ひ
と
〉
が
交
錯
す
る
社
会
を
安
定
的
に
維
持
し
創
造
的
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
今
後
の
国
際
秩
序
形
成
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
）
1
（
う
。
世
界
を
覆
う
秩
序
の

乱
れ
は
、
越
境
移
動
に
よ
る
社
会
の
多
文
化
化
の
加
速
と
深
く
関
連
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
国
際
関
係
を
〈
く
に
〉
だ
け
で
な
く
文
化
や
〈
ひ
と
〉
の
関
係

と
と
ら
え
、
国
際
社
会
を
構
成
す
る
人
び
と
が
互
い
に
尊
重
し
協
力
し
あ
う
た

め
の
政
策
実
践
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

近
年
の
国
際
関
係
研
究
で
は
、〈
ひ
と
〉
の
越
境
移
動
が
領
域
的
に
区
切
ら

れ
た
〈
く
に
〉
の
排
他
的
管
轄
権
を
前
提
と
す
る
国
際
秩
序
に
対
し
て
提
起
す

る
諸
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
）
2
（
る
。
本
論
文
は
こ
う
し
た
流
れ
に
棹
さ
し
つ
つ
、

国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
の
重
要
性
を
念
頭
に
お
き
、
共
生
と
共
創
を
め
ざ
す

文
化
の
伝
達
・
交
流
・
振
興
の
実
践
を
「
国
際
文
化
関
係
の
運マ
ネ
ジ
メ
ン
ト営
」
と
み
な

す
。
そ
し
て
、
国
際
文
化
関
係
の
運
営
へ
の
〈
く
に
〉
の
関
与
を
「
文
化
関
係

政
策
（cultural relations policy

、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）」
と
と
ら
え
、
そ
の
射
程
を
素

描
す
る
。

従
来
的
発
想
で
は
、
国
際
社
会
を
構
成
す
る
〈
く
に
〉
が
多
様
な
文
化
的
背

景
を
も
つ
〈
ひ
と
〉
と
か
か
わ
る
政
策
は
、
文
化
外
交
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
（
Ｐ
Ｄ
）
の
領
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
今
日
、
文
化

外
交
や
Ｐ
Ｄ
は
、
外
交
よ
り
も
む
し
ろ
自
国
の
経
済
振
興
や
人
材
獲
得
の
性
格

を
強
め
て
い
る
。
他
方
で
、
国
内
政
策
担
当
官
庁
や
地
方
自
治
体
、
財
団
、
市

民
団
体
等
が
行
う
多
文
化
共
生
、
地
域
振
興
、
異
文
化
理
解
、
芸
術
文
化
振
興

な
ど
の
諸
活
動
が
、
多
文
化
化
す
る
社
会
の
維
持
発
展
を
支
え
、
間
接
的
に
国
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家
や
人
間
の
安
全
保
障
に
も
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
と
国
内
、

中
央
と
地
方
、
官
と
民
の
区
別
を
越
え
た
相
互
浸
透
が
進
む
中
、
異
な
る
主
体

や
分
野
の
相
互
連
関
に
留
意
し
、
多
様
な
政
策
実
践
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
一
国
が
行
う
国
際
文
化
関
係
の
運
営
行
為
を
一
般
的

な
文
化
外
交
や
Ｐ
Ｄ
よ
り
も
広
く
と
ら
え
て
、
外
交
、
ブ
ラ
ン
ド
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
、
国
内
の
四
領
域
に
お
け
る
文
化
政
策
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
を
総
称
的

に
文
化
関
係
政
策
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
と
呼
ぶ
。
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
企
画
立
案
は
領
域
ご
と
に

異
な
る
政
府
官
庁
が
担
う
こ
と
が
多
い
が
、
事
業
の
企
画
や
展
開
で
は
し
ば
し

ば
政
府
外
の
主
体
が
中
心
的
役
割
を
果
た
す
。
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
担
う
諸
主
体
、
主
体

間
の
連
携
の
あ
り
方
、
各
領
域
へ
の
力
点
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
は
、
各
国
の
行
政

構
造
や
歴
史
的
経
験
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

文
化
外
交
や
Ｐ
Ｄ
の
研
究
で
は
、
こ
の
種
の
政
策
の
体
制
が
国
や
時
代
に
よ

り
ま
ち
ま
ち
で
、
関
連
の
概
念
用
語
も
多
様
で
あ
る
こ
と
が
障
害
と
な
っ
て
き

た
。
国
際
文
化
関
係
の
運
営
、
そ
の
政
策
実
践
と
し
て
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
い
う
総
合

的
視
点
の
採
用
は
、
比
較
分
析
や
理
論
構
築
の
助
け
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
対

外
的
な
文
化
事
業
の
効
果
の
測
り
に
く
さ
も
当
該
政
策
の
検
討
を
難
し
く
し
て

い
る
が
、
国
際
文
化
関
係
の
運
営
を
国
内
外
の
諸
主
体
が
連
携
す
る
プ
ロ
セ
ス

と
み
る
こ
と
で
、
政
策
評
価
の
あ
り
方
に
も
一
石
を
投
じ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

本
論
前
半
で
は
問
題
意
識
と
思
考
枠
組
み
を
整
理
す
る
。「
文
化
を
資
源
な

い
し
手
段
と
し
て
、
異
文
化
間
関
係
と
し
て
の
国
際
関
係
を
よ
り
よ
く
形
づ
く

る
実
践
」
が
、
今
日
多
様
な
学
問
分
野
で
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

上
で
、〈
く
に
〉
に
よ
る
国
際
文
化
関
係
運
営
の
政
策
で
あ
る
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
概
念
と

そ
の
射
程
を
示
す
。

後
半
で
は
、
現
代
の
ド
イ
ツ
と
日
本
を
と
り
あ
げ
、
両
国
の
行
政
機
構
に
お

け
る
Ｃ
Ｒ
Ｐ
四
領
域
の
諸
政
策
の
配
置
や
重
点
を
概
観
す
る
。〈
く
に
〉
の
構
造

と
し
て
、
ド
イ
ツ
は
連
邦
制
度
を
と
り
文
化
領
域
の
権
限
が
分
散
し
て
い
る
点

で
日
本
と
異
な
る
。
他
方
で
国
民
構
成
原
理
に
お
い
て
、
両
国
は
と
も
に
長
ら

く
血
統
主
義
を
採
用
し
て
き
た
が
、
ド
イ
ツ
は
二
〇
世
紀
後
半
以
降
外
国
人
労

働
者
や
難
民
を
迎
え
入
れ
、
出
生
地
主
義
を
導
入
し
て
「
移
民
受
入
国
」
へ
と

舵
を
切
っ
た
。
同
国
で
「
外
交
」
領
域
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
担
っ
て
き
た
諸
機
関
は
、

最
近
で
は
移
民
・
難
民
受
入
関
連
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

新
展
開
を
ふ
ま
え
て
今
後
の
日
本
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
へ
の
ヒ
ン
ト
も
考
え
た
い
。

一　

国
際
文
化
関
係
の
運

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト営

国
際
文
化
関
係
の
運
営
と
い
う
観
念
は
、
国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
に
関
す

る
研
究
と
、
文
化
資
源
や
文
化
政
策
を
扱
う
研
究
と
が
交
差
す
る
中
で
着
想
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
ま
ず
、
国
際
関
係
に
お
け
る
文
化
を
扱
う
研
究

ア
プ
ロ
ー
チ
の
概
要
を
整
理
す
る
。
そ
の
上
で
、「
文
化
を
資
源
な
い
し
手
段
と

し
て
、
異
文
化
間
関
係
と
し
て
の
国
際
関
係
を
よ
り
よ
く
形
づ
く
る
実
践
」
が

多
様
な
研
究
分
野
で
関
心
を
集
め
て
い
る
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
よ
う
な
実
践

を
国
際
文
化
関
係
の
運
営
と
い
う
枠
組
み
で
検
討
す
る
重
要
性
を
提
起
し
た
い
。

国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
の
国
際
関
係
研
究
で
十

全
に
扱
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
ご
と
に
着
目
し
、
よ
り
人
間
的
な
国
際
社
会
の
構

築
に
資
す
る
こ
と
を
志
し
て
き
）
3
（
た
。
大
き
な
方
向
性
は
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と

管
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
け
ら
れ
る
。
端
的
に
い
う
と
、
前
者
は
「
国
際
関
係
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を
文
化
で
み
る
」
こ
と
、
後
者
は
「
文
化
を
通
じ
て
国
際
関
係
を
形
づ
く
る
」

こ
と
を
中
心
的
関
心
と
し
て
い
）
4
（
る
。
両
者
を
合
わ
せ
た
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
り
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
も
つ
人
間
や
集
団
の
関
係
を
文
化
的
手
段
で
構

築
す
る
行
為
の
検
討
が
可
能
に
な
る
。

国
際
関
係
研
究
で
の
展
開
と
並
行
し
て
、
他
の
人
文
社
会
系
研
究
で
も
国
際

関
係
の
文
化
的
次
元
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
節
の
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
異
な

る
学
問
分
野
で
行
わ
れ
て
き
た
諸
研
究
の
成
果
を
国
際
文
化
関
係
の
運
営
と
い

う
枠
で
総
合
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

(1)　
国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
に
関
す
る
研
究
①　

分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ

分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
文
化
を
国
際
社
会
の
構
成
単
位
な
い
し
分
析
枠
組

み
と
み
な
す
。
起
源
は
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
米
国
に
お
け
る
敵
国
研
究
な
ど

に
み
ら
れ
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
二
つ
の
流
れ
で
展
開
し
て
い
る
。
第
一
は

脱
国
家
的
現
象
へ
の
注
目
で
あ
る
。
非
国
家
主
体
の
行
動
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
注
目
し
、〈
く
に
〉
に
と
ら
わ
れ
な
い
個
人
や
集
団
を
主
権
国
民
国
家

と
は
異
な
る
文
化
的
単
位
と
し
て
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
文

化
」
や
文
化
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
関
す
る
社
会
学
的
研
究
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が

普
及
す
る
「
世
界
文
化
」
に
着
目
し
た
世
界
政
体
論
な
ど
も
含
ま
れ
）
5
（
る
。
第
二

は
、
行
為
や
制
度
を
つ
く
る
意
味
や
価
値
に
注
目
し
、「
異
文
化
間
関
係
と
し
て

の
国
際
関
係
」
を
検
討
す
る
流
れ
で
あ
る
。
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
（Sam

uel P. 
H

untington

）
の
「
文
明
の
衝
突
」
論
が
代
表
例
）
6
（
で
、
戦
略
文
化
や
「
非
戦
の

文
化
」
の
研
究
も
こ
の
流
れ
に
あ
）
7
（
る
。

分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
欧
米
の
知
的
世
界
に
お
け
る
文
化
的
転
回
や
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
や
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
も
こ
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
日
本
国
際
政
治
学
会
が
過
去

二
〇
年
間
に
学
会
誌
で
組
ん
だ
「
文
化
」
特
集
は
、
い
ず
れ
も
概
ね
分
析
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
す
）
8
（
る
。
酒
井
啓
子
ら
が
提
案
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
関
係
学
」

も
ま
た
、
非
国
家
主
体
の
役
割
や
旧
植
民
地
と
宗
主
国
の
間
な
ど
の
「
み
え
な

い
関
係
性
」
に
着
目
す
る
点
で
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
近
い
と
い
え
る
だ
ろ
）
9
（
う
。

分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
今
日
の
越
境
的
諸
現
象
が
引
き
起
こ
す
国
際
社

会
の
動
揺
は
「
異
文
化
間
の
摩
擦
・
対
立
」
と
説
明
で
き
る
。
国
際
関
係
を
異

文
化
間
関
係
と
み
る
際
に
注
意
す
べ
き
は
、
文
化
の
枠
と
し
て
〈
く
に
〉
や
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
、
宗
教
と
い
っ
た
特
定
の
枠
を
前
提
し
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
一
元
的
分
析
は
簡
潔
で
あ
る
反
面
、
単
純
な
文
化
決
定
論
や
本
質
主

義
に
陥
る
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
も
あ
）
10
（
る
。
近
年
各
所
で
台
頭
し
て
い
る
自

国
・
自
民
族
中
心
主
義
的
勢
力
の
主
張
が
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
親
和
的
で
あ

る
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

現
実
の
文
化
は
常
に
流
動
し
、
そ
の
実
態
は
多
元
的
、
多
層
的
で
あ
る
。
共

生
や
協
力
を
考
え
る
に
は
、
国
際
社
会
に
生
き
る
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
可
塑
性
や
複
数
性
に
着
目
し
、〈
ひ
と
〉
を
結
ぶ
つ
な
が
り
の
創
出
や
強
化
を

模
索
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
）
11
（
る
。

(2)　
国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
に
関
す
る
研
究
②　

管
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ

管
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
文
化
を
管
理
な
い
し
活
用
す
る
対
象
と
み
な
す
。

こ
こ
で
文
化
は
、
誰
か
が
所
有
し
、
自
己
の
目
的
の
た
め
に
使
う
「
も
の
」
で

あ
り
、
資
源
、
資
産
、
資
本
、
要
素
な
ど
と
同
意
味
で
使
わ
れ
る
。
管
理
的
ア

プ
ロ
ー
チ
の
研
究
者
は
「
行
為
主
体
が
望
ま
し
い
状
況
を
実
現
す
る
た
め
文
化

資
源
を
活
用
す
る
活
動
や
政
策
」
に
関
心
を
寄
せ
る
。
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国
際
関
係
の
文
脈
に
お
け
る
典
型
は
、
ナ
イ
（Joseph S. N

ye

）
が
提
起
し

た
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー（
Ｓ
Ｐ
）
論
と
、
そ
れ
に
依
拠
す
る
Ｐ
Ｄ
研
究
で
あ
る
。
Ｓ

Ｐ
は
「
自
分
が
望
む
結
果
を
相
手
に
望
ま
せ
る
」
パ
ワ
ー
で
あ
り
、
文
化
、
政

治
的
価
値
、
対
外
政
策
と
い
う
三
つ
の
資
源
に
基
づ
）
12
（
く
。
す
な
わ
ち
Ｓ
Ｐ
の
追

求
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
文
化
資
源
の
管
理
運
営
行
為
で
あ
る
。
ナ
イ
自
身

は
政
府
が
文
化
資
源
を
管
理
す
る
能
力
に
懐
疑
的
だ
が
、
実
際
に
多
く
の
国
々

が
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
Ｓ
Ｐ
論
に
依
拠
し
て
自
国
の
文
化
資
源
の
戦
略
的
活

用
を
追
求
し
て
き
た
。

ナ
イ
は
Ｓ
Ｐ
の
拡
大
策
と
し
て
、
国
家
間
外
交
と
は
別
に
「
人パ
ブ
リ
ッ
ク

び
と
」
を

対
象
と
す
る
Ｐ
Ｄ
を
提
唱
し
た
。
Ｐ
Ｄ
の
理
論
構
築
や
事
例
研
究
は
、
カ
ル

（N
icholas J. Cull

）
や
メ
リ
ッ
セ
ン
（Jan M

elissen

）
ら
を
中
心
に
進
ん

で
い
）
13
（
る
。

他
方
、
英
国
で
は
、
ブ
レ
ア
政
権
期
に
レ
ナ
ー
ド
（M

ark Leonard

）
が

提
唱
し
た
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
）
14
（
ト
」
を
基
に
ク
ー
ル
ブ
リ
タ

ニ
ア
政
策
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
数
段
階
の
議
論
を
経
て
Ｐ
Ｄ
が
発
展
し
）
15
（
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
は
ブ
ラ
ン
ド
国
家
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
、
Ｓ

Ｐ
論
に
親
和
的
な
諸
概
念
も
提
唱
さ
れ
）
16
（
た
。
い
ず
れ
も
〈
く
に
〉
に
よ
る
文
化

資
源
の
活
用
、
イ
メ
ー
ジ
の
管
理
を
重
視
す
る
。

Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｄ
の
概
念
は
日
本
で
も
反
響
を
呼
ん
だ
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、

Ｐ
Ｄ
研
究
進
展
の
か
た
わ
）
17
（
ら
、
国
内
の
文
化
資
源
、
た
と
え
ば
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
、
伝
統
工
芸
、
和
食
、「
お
も
て
な
し
」
な
ど
を
国
益
の
源
泉
と
み
な
し

て
活
用
す
る
諸
政
策
が
と
ら
れ
て
い
）
18
（
る
。

ナ
イ
の
議
論
は
国
際
的
な
文
化
資
源
活
用
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
が
、
根
底
に

は
矛
盾
が
あ
る
。
文
化
資
源
は
本
来
、〈
ひ
と
〉
や
そ
の
集
団
が
〈
く
に
〉
の
境

を
越
え
て
関
係
し
あ
い
な
が
ら
創
造
し
、
流
通
さ
せ
、
消
費
し
所
有
す
る
も
の

で
あ
る
の
に
、
Ｓ
Ｐ
の
帰
属
先
や
文
化
の
枠
組
み
と
し
て
〈
く
に
〉
を
前
提
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ナ
イ
自
身
そ
の
こ
と
を
意
識
し
、
政
府
が
文
化
を
Ｓ
Ｐ
資

源
と
し
て
管
理
運
営
す
る
難
し
さ
に
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
）
19
（
る
。

Ｐ
Ｄ
に
は
次
の
よ
う
な
批
判
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
国
益
を
わ
か
り
や
す
い

形
で
増
進
し
ラ
イ
バ
ル
の
相
対
的
優
位
に
立
つ
こ
と
を
志
向
す
る
と
、
自
国
イ

メ
ー
ジ
表
出
な
ど
の
一
方
的
働
き
か
け
に
偏
重
し
、
持
続
的
な
形
で
「
相
手
の

心
を
つ
か
む
」
こ
と
に
失
敗
す
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。「
九
・
一
一
」
同
時

多
発
テ
ロ
後
に
お
け
る
米
国
Ｐ
Ｄ
の
挫
折
は
、
そ
う
し
た
批
判
の
引
き
金
と

な
っ
た
。
研
究
者
の
間
で
も
「
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

（N
ew

 Public D
iplom

acy

）」「
つ
な
が
り
志
向
へ
の
転
換
（connective 

m
indshift

）」
が
提
唱
さ
れ
、
傾
聴
や
対
話
を
通
し
て
多
様
な
主
体
の
長
期
的

関
係
を
構
築
す
る
重
要
性
が
確
認
さ
れ
て
い
）
20
（
る
。

(3)　
国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
に
関
す
る
研
究
③　

複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ

分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
管
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
文
化
を
異
な
る
視
点
で
と
ら

え
る
が
、
両
者
は
相
互
に
関
連
し
合
う
部
分
も
あ
る
。
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
た

複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
で
あ
る
。

複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
者
は
、
国
際
関
係
を
異
な
る
文
化
の
間
の
関
係

と
と
ら
え
、
そ
う
し
た
関
係
を
、
文
化
を
資
源
や
手
段
と
し
て
よ
り
よ
く
形
づ

く
る
行
為
に
関
心
を
お
く
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
指
す
名
称
と
し
て
、

文
化
外
交
（cultural diplom

acy

）、
国
際
文
化
交
流
、（
国
際
）
文
化
関
係

（(international) cultural relations

）
等
、「
文
化
」
を
冠
し
た
語
を
好
ん
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で
用
い
る
。

国
際
関
係
史
の
分
野
で
は
、
平
野
健
一
）
21
（
郎
、
入
江
）
22
（
昭
、
ギ
ノ
＝
ヘ
ヒ
ト
（Jessica 

C.E. G
ienow

-H

）
23
（

echt

）
や
周
辺
の
研
究
者
た
ち
）
24
（
が
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ

て
き
た
。
二
〇
世
紀
文
化
外
交
の
歴
史
研
究
の
多
く
も
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

立
脚
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
膨
大
な
数
に
上
り
、
日
本
語
に
よ
る
主
な
成
果
だ

け
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
）
25
（
る
。

国
際
文
化
交
流
の
立
案
実
施
に
携
わ
る
者
も
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る

こ
と
が
多
い
。
英
国
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（J.M

. M
itchell

）、
米
国
の
ア
ー
ン

ト
（Richard T. Arndt

）
や
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
（Yale Richm

ond

）
が
例
で

あ
）
26
（
る
。
文
化
政
策
を
通
じ
た
平
和
構
築
に
関
す
る
福
島
安
紀
子
の
研
究
も
、
著

者
が
国
際
交
流
基
金
（
Ｊ
Ｆ
）
に
勤
務
す
る
中
で
ま
と
め
ら
れ
）
27
（
た
。
Ｊ
Ｆ
職
員

に
よ
る
文
化
交
流
事
業
の
事
例
報
告
も
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
立
脚
し
て
い
）
28
（
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
や
議
論
は
い
ず
れ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
背
負
う
〈
ひ
と
〉

や
そ
の
集
団
が
織
り
な
す
関
係
を
国
際
社
会
の
基
盤
と
と
ら
え
、
そ
う
し
た
関

係
を
文
化
的
な
資
源
や
手
段
を
用
い
て
築
く
行
為
を
分
析
、
評
価
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
諸
研
究
が
関
心
を
向
け
る
「
多
様
な
文

化
的
背
景
を
も
つ
〈
ひ
と
〉
や
そ
の
集
団
の
関
係
を
、
文
化
的
資
源
や
手
段
で

よ
り
よ
く
形
づ
く
る
行
為
」
を
国
際
文
化
関
係
の
運マ
ネ
ジ
メ
ン
ト営
と
名
づ
け
た
い
。

(4)　
諸
学
問
分
野
に
お
け
る
研
究
の
展
開
と
交
差

国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
人
文
社
会
科
学
の
諸
分

野
で
、
前
項
ま
で
に
挙
げ
た
諸
ア
プ
ロ
ー
チ
と
内
容
的
・
方
法
的
に
重
な
る
研

究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
本
論
文
と
の
関
連
で
重
要
な
の
は
文
化
資
源
や
文

化
政
策
を
扱
う
研
究
群
で
あ
る
。

文
化
を
受
け
継
が
れ
管
理
さ
れ
る
資
本
、
資
源
な
い
し
資
産
と
み
る
思
考

は
、
と
く
に
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
（Pierre Bourdieu

）
の

文
化
資
本
論
、
考
古
学
や
文
化
財
研
究
に
お
け
る
文
化
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
）
29
（
ト
、

文
化
政
策
研
究
に
お
け
る
ア
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
）
30
（
ト
な
ど
の
概
念
と
と
も
に
展

開
し
て
き
た
。

日
本
で
は
、
二
一
世
紀
に
入
る
と
、
文
化
を
資
源
と
し
て
管
理
運
営
す
る
こ

と
へ
の
学
問
的
関
心
が
高
ま
っ
）
31
（
た
。
文
化
人
類
）
32
（
学
や
社
会
）
33
（
学
で
も
、
文
化
活

動
・
事
業
・
政
策
の
国
際
的
展
開
や
、
そ
れ
ら
が
異
文
化
間
関
係
に
及
ぼ
す
影

響
が
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
資
源
、
遺
産
、
文
化
財
等
の
概
念
の
非

西
洋
圏
に
お
け
る
解
釈
や
運
用
の
検
討
も
盛
ん
で
あ
）
34
（
る
。
こ
れ
ら
は
、
国
際
関

係
の
文
化
的
次
元
に
関
す
る
研
究
、
と
り
わ
け
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
そ
れ
と

親
和
的
で
あ
る
。

遺
産
研
究
で
は
、
遺
産
を
国
家
間
の
駆
け
引
き
の
対
象
と
み
る
（heritage 

in diplom
acy

）
だ
け
で
な
く
、
遺
産
ガ
バ
ナ
ン
ス
自
体
を
国
際
関
係
の
運
営

と
み
る
（heritage as diplom

acy

）
観
点
が
提
起
さ
れ
て
い
）
35
（
る
。
他
方
、
欧

州
審
議
会
の
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
シ
テ
ィ
構
想
の
よ
う
に
、
外
国
系
住
民

が
多
い
地
域
で
多
様
な
文
化
の
存
在
や
そ
の
交
流
を
パ
ワ
ー
資
源
と
し
て
活
用

す
る
考
え
方
も
登
場
し
て
い
）
36
（
る
。

国
際
文
化
関
係
の
運
営
は
文
化
政
策
の
研
究
や
実
践
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
野
田
は
今
日
の
文
化
政
策
研
究
の
二
つ
の
柱
と
し
て
①
芸
術
祭
を
集
大
成

と
す
る
ア
ー
ツ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
②
文
化
に
よ
る
地
域
再
生
を
志
向
す
る
創

造
都
市
政
策
を
挙
げ
る
。
い
ず
れ
の
柱
で
も
他
の
国
や
地
域
か
ら
の
出
展
・
訪

問
・
移
住
、
社
会
包
摂
と
多
様
性
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
視
さ
れ
）
37
（
る
。
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本
節
で
提
示
し
た
諸
ア
プ
ロ
ー
チ
に
則
す
る
と
、
最
近
の
文
化
政
策
研
究
の

展
開
を
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
文
化
政
策
研
究
は
も
と
も
と
文
化
資
源
の

管ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

理
・
運
営
を
課
題
と
す
る
点
で
管
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
親
和
的
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
方
で
文
化
を
民
主
化
し
広
く
ア
ク
セ
ス
可
能
に
す
る
こ
と
、
他
方

で
文
化
政
策
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
公
共
政
策
と
し
て
効
果
的
に
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
中
、
社
会
に
お
け
る
多
様
な
人
び
と
の
関
係
づ
く
り
を
志
向
す

る
分
析
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
ま
た
前
面
に
出
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
複
合
的
ア
プ

ロ
ー
チ
に
基
づ
く
国
際
文
化
関
係
運
営
の
研
究
が
一
つ
の
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て

い
る
と
い
え
る
。

一
九
九
九
年
か
ら
定
例
開
催
さ
れ
て
い
る
文
化
政
策
の
国
際
研
究
集
会
（
Ｉ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
で
は
、
国
際
関
係
や
異
文
化
間
関
係
運
営
の
観
点
か
ら
の
報
告

が
盛
ん
で
あ
）
38
（
る
。
同
会
議
運
営
メ
ン
バ
ー
が
編
集
に
か
か
わ
る
ジ
ャ
ー
ナ
ル

International Journal of C
ultural Policy R

esearch

に
は
文
化
外
交
や

国
際
文
化
政
策
を
扱
う
論
文
が
多
数
投
稿
さ
れ
、
特
集
号
が
学
術
書
と
し
て
出

版
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
）
39
（
る
。
従
来
ロ
ー
カ
ル
な
い
し
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
次
元
が
中
心

だ
っ
た
文
化
政
策
研
究
を
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
政
策
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
で
再

編
成
す
る
模
索
が
始
ま
っ
て
い
）
40
（
る
。

文
化
資
源
や
文
化
政
策
の
研
究
は
、
文
化
を
運マ
ネ
ー
ジ営
す
る
と
い
う
管
理
的
発
想

に
依
拠
し
つ
つ
、「
文
化
は
誰
の
も
の
か
」
と
い
う
問
い
を
念
頭
に
お
き
、
権
力

に
よ
る
文
化
の
独
占
や
改
変
を
批
判
す
る
視
点
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
多
様

な
主
体
の
参
加
や
包
摂
を
志
向
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
文
化
化
が
進
む
社
会

を
安
定
的
に
維
持
発
展
さ
せ
る
方
策
を
追
究
す
る
性
格
を
強
め
て
い
る
。
そ
の

成
果
は
国
際
文
化
関
係
の
運
営
を
検
討
す
る
上
で
貴
重
な
貢
献
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。

(5)　
国
際
文
化
関
係
の
運
営
に
関
す
る
研
究
へ

本
節
で
は
、
国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
を
め
ぐ
る
研
究
の
広
が
り
、
お
よ
び

文
化
資
源
／
政
策
を
扱
う
研
究
の
展
開
と
の
重
な
り
合
い
を
概
観
し
、
こ
れ
ら

諸
研
究
を
国
際
文
化
関
係
の
運
営
と
い
う
枠
で
総
合
す
る
可
能
性
と
有
用
性
を

提
起
し
た
。
先
述
の
よ
う
に
文
化
資
源
研
究
で
「
文
化
資
源
ガ
バ
ナ
ン
ス
自
体

が
外
交
で
あ
る
」
と
い
う
議
論
が
起
き
る
一
方
、
国
際
関
係
の
文
脈
で
一
国
の

文
化
資
産
の
管
理
運
営
を
分
析
し
、
外
交
的
効
果
を
検
証
す
る
例
も
あ
）
41
（
る
。
文

化
の
次
元
に
関
す
る
国
際
関
係
研
究
と
文
化
資
源
／
政
策
の
研
究
と
を
区
別
す

る
の
は
も
は
や
無
意
味
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

本
論
文
で
は
詳
し
く
検
討
で
き
な
い
が
、
国
際
関
係
の
文
化
的
次
元
に
関
す

る
研
究
に
は
、
異
文
化
間
教
育
、
移
民
統
合
、
市
民
社
会
の
展
開
、
自
治
体
や

企
業
の
経
営
な
ど
、
さ
ら
に
別
の
テ
ー
マ
を
扱
う
研
究
も
含
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
国
際
文
化
関
係
の
運
営
と
い
う
概
念
の
採
用
は
、
別
々
の
学
問
分
野

の
下
で
展
開
し
て
き
た
諸
研
究
が
、
ゆ
る
や
か
な
共
通
枠
の
中
で
相
互
に
参
照

し
合
い
、
国
際
社
会
の
安
定
や
創
造
的
発
展
に
貢
献
す
る
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と

な
り
う
る
と
考
え
る
。

二　

国
際
文
化
関
係
の
運
営
と
文
化
関
係
政
策
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

現
実
の
世
界
で
は
、
国
内
諸
政
策
と
対
外
政
策
の
相
互
浸
透
が
進
み
、
多
様

な
文
化
的
背
景
を
も
つ
〈
ひ
と
〉
が
交
錯
す
る
社
会
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
諸
省

庁
や
組
織
の
業
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
行
政
領
域
の
区
別
、

官
民
の
役
割
分
担
を
超
え
、
人
び
と
が
違
い
を
認
め
協
力
し
あ
う
た
め
の
政
策
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実
践
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、
一
国
が

行
う
国
際
文
化
関
係
の
運
営
を
分
析
す
る
枠
組
み
を
提
示
し
た
い
。

文
化
外
交
や
Ｐ
Ｄ
の
定
義
、
名
称
、
内
容
等
が
国
や
地
域
に
よ
り
異
な
る
こ

と
は
、
数
々
の
論
者
が
指
摘
し
て
い
）
42
（
る
。
本
論
文
で
は
先
行
研
究
に
ヒ
ン
ト
を

得
つ
つ
、〈
く
に
〉
が
行
う
国
際
文
化
関
係
運
営
の
行
為
を
包
括
的
に
検
討
す

る
「
い
れ
も
の
」
と
し
て
、
文
化
関
係
政
策
（
以
下
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
と
い
う
概
念
を

提
案
す
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
も
つ
人
間
や
そ
の
集
団
の
関

係
を
よ
り
よ
く
形
づ
く
る
た
め
に
一
国
が
行
う
文
化
政
策
（
文
化
的
な
手
段
や

資
源
の
活
用
政
策
）
の
総
称
で
あ
る
。

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
国
際
関
係
観
で
は
、
国
際
関
係
を
〈
く
に
〉
す
な
わ
ち

主
権
国
民
国
家
ど
う
し
の
関
係
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
し
か
し
、
現
実
の
国

際
社
会
で
は
無
数
の
脱
国
家
関
係
が
展
開
し
、
社
会
な
い
し
〈
ひ
と
〉
レ
ベ
ル

の
国
際
関
係
が
〈
く
に
〉
の
あ
り
方
や
〈
く
に
〉
同
士
の
関
係
に
多
種
多
様
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
越
境
し
行
き
交
う
人
や
モ
ノ
や
情
報
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
文
化
的
背
景
を
帯
び
て
お
り
、
国
境
を
越
え
た
〈
ひ
と
〉
の
関
係
が
盛
ん

に
な
る
ほ
ど
国
際
関
係
は
異
文
化
間
関
係
の
性
格
を
強
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

国
家
に
と
っ
て
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
自
国
の
安
定
や
発
展
、
望
ま
し
い
国

際
秩
序
の
形
成
、
広
い
意
味
で
の
国
益
追
求
の
た
め
に
、〈
ひ
と
〉
の
レ
ベ
ル
の

国
際
関
係
、
異
文
化
間
関
係
へ
直
接
間
接
に
働
き
か
け
、
好
ま
し
い
形
に
制
御

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
実
践
が
国
際
文
化
関
係
の
運
営
で
あ

り
、
総
合
的
文
化
政
策
と
し
て
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
で
あ
る
。

国
際
文
化
関
係
の
運
営
は
歴
史
上
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
近
代
的
国

民
国
家
の
形
成
発
展
と
と
も
に
〈
く
に
〉
の
政
策
と
し
て
意
識
的
に
実
践
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
）
43
（
た
。
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
は
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
外
交
の

文
化
的
次
元
に
お
け
る
施
策
と
な
り
、
文
化
外
交
、
Ｐ
Ｄ
、
国
際
文
化
交
流
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
た
。
同
時
に
、
国
内
の
学
校
教
育
や
社
会
教
育
、

芸
術
文
化
振
興
、
外
国
人
材
招
聘
、
移
民
統
合
、
自
治
体
や
非
営
利
セ
ク
タ
ー

に
よ
る
国
際
活
動
と
い
っ
た
諸
領
域
で
も
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
相
当
す
る
実
践
が
重
ね

ら
れ
て
き
）
44
（
た
。

二
一
世
紀
の
今
日
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
相
互
に
関
連
し
合
う
四
領
域
を
包
摂
す
る

文
化
政
策
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
各
領
域
の
区
分
は
、
主
に
政
策
の
対
象

と
な
る
〈
ひ
と
〉
の
い
る
場
所
と
そ
れ
ら
の
〈
ひ
と
〉
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
、

中
心
的
な
担
当
官
庁
の
別
に
拠
っ
て
い
る
。
四
領
域
の
名
称
や
区
分
は
暫
定
的

な
も
の
で
、
さ
ら
な
る
検
討
、
精
緻
化
が
必
要
で
あ
る
。

①
外
交
（external

）：
文
化
的
手
段
に
よ
る
、
国
外
の
〈
ひ
と
〉
と
自
国
、
ひ

い
て
は
国
内
の
〈
ひ
と
〉
と
の
関
係
構
築
。
伝
統
的
な
文
化
外
交
、
Ｐ
Ｄ
。
多

く
の
場
合
外
務
省
が
関
与
す
る
。

②
ブ
ラ
ン
ド
（outw

ard

）：
国
外
の
〈
ひ
と
〉
に
向
け
た
自
国
文
化
資
源
の
整

備
と
発
信
。
対
外
的
な
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｐ
Ｄ
の
一
部
を
含
む
）。
経
済

政
策
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（inbound

）：
観
光
客
、
留
学
生
、
移
民
な
ど
、
国
外
か
ら

の
〈
ひ
と
〉
の
受
け
入
れ
。
出
入
国
管
理
、
観
光
、
労
働
、
文
部
科
学
な
ど
多

様
な
政
策
の
担
当
官
庁
が
関
与
す
る
。

④
国
内
（inland

）：
異
文
化
理
解
、
多
様
性
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
国
内
に
居

住
す
る
〈
ひ
と
〉
の
交
流
や
共
生
の
促
進
。
文
部
科
学
政
策
や
地
方
自
治
な
ど

の
担
当
官
庁
が
関
与
す
る
。
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実
際
に
行
わ
れ
る
個
別
政
策
の
内
容
や
性
格
は
、
多
く
の
場
合
、
複
数
の
領

域
に
ま
た
が
る
。
た
と
え
ば
文
化
外
交
や
ブ
ラ
ン
ド
文
化
政
策
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
に
資
す
る
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
文
化
政
策
で
受
け
入
れ
た
外
国
人
材
の

統
合
は
国
内
の
共
生
政
策
の
範
疇
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
各
領
域
の
政
策
は
し

ば
し
ば
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
ず
、
複
数
の
類
似
し
た
事
業
や
実
行
組
織
が
並

び
立
つ
こ
と
も
あ
る
。

Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
大
枠
は
領
域
ご
と
に
異
な
る
省
庁
が
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

立
案
実
施
に
は
国
家
、
準
国
家
、
非
国
家
の
多
種
多
様
な
主
体
が
、
直
接
及
び

間
接
に
関
与
す
る
。
中
心
的
主
体
や
重
点
領
域
は
、
各
国
の
行
政
構
造
や
歴
史

的
経
験
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
例
と
し
て
、「
外
交
」
領
域
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
、
い
わ
ゆ
る
文
化
外
交
の
立
案
実
施

過
程
を
考
え
て
み
よ
う
。
公
的
文
化
交
流
機
関
を
も
つ
Ａ
国
が
、
Ｂ
国
と
つ
な

が
り
を
強
め
る
目
的
の
下
、
Ｂ
国
内
で
Ａ
国
の
ア
ー
ト
に
関
す
る
講
演
会
を
行

う
事
業
を
想
定
す
る
。

Ａ
国
政
府
は
所
轄
官
庁
を
通
じ
て
文
化
交
流
機
関
に
出
資
し
、
講
演
会
の
企

画
実
施
を
委
託
す
る
。
文
化
交
流
機
関
は
テ
ー
マ
や
人
選
に
関
し
て
自
国
内
の

協
力
者
（
美
術
館
、
大
学
、
専
門
家
等
）
の
助
言
を
あ
お
い
だ
り
、
海
外
支
部

を
通
じ
て
現
地
事
情
を
調
べ
た
り
す
る
。
Ｂ
国
内
に
協
力
者
が
い
て
ア
イ
デ
ィ

ア
を
提
供
す
る
、
両
国
の
協
力
者
が
連
携
し
て
事
業
の
立
案
実
施
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
等
の
場
合
も
あ
る
。
Ｂ
国
内
の
Ａ
国
在
外
公
館
が
後
援
な
ど
の
形
で
関
与

す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
協
議
や
連
携
の
結
果
と
し
て
、
Ａ
国
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
Ｂ
国
に
派
遣
さ
れ
講
演
し
、
Ｂ
国
聴
衆
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ひ
い
て
は
Ａ
国
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
。

Ａ
国
文
化
交
流
機
関
の
報
告
書
に
記
さ
れ
る
「
事
業
」
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
最
終
成
果
と
し
て
の
講
演
会
で
あ
る
。
報
道
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
活
動
や
発
言
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
一
方
、
立
案
実
施
の
中
心
に
い
る
Ａ
国
文

化
交
流
機
関
へ
の
言
及
は
稀
で
、
協
力
者
は
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
な
い
こ
と

も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
は
、
Ａ
国
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
Ｂ
国
聴
衆
の
間
だ
け
で
な
く
、
政
策
過
程
の
中
で
Ａ
国
協
力
者
と
Ｂ
国
協

力
者
、
Ｂ
国
協
力
者
と
Ａ
国
文
化
交
流
機
関
な
ど
の
間
に
も
つ
く
ら
れ
る
。
Ａ

国
文
化
外
交
の
組
織
体
制
、
Ａ
・
Ｂ
両
国
の
政
治
や
社
会
の
構
造
、
事
業
分
野

な
ど
に
よ
り
、
当
該
事
業
に
か
か
わ
る
主
体
の
数
や
関
与
方
法
は
さ
ら
に
多
様

化
す
る
。

立
案
実
施
や
評
価
に
多
種
多
様
な
主
体
が
か
か
わ
る
こ
と
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
い

く
つ
か
の
興
味
深
い
性
格
を
帯
び
さ
せ
る
。
第
一
に
、
意
図
と
結
果
の
ズ
レ
で

あ
る
。
準
備
し
た
事
業
の
内
容
が
現
地
で
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
な
い
、
あ

る
い
は
逆
に
、
主
催
側
が
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
な
か
っ
た
も
の
ご
と
に
相
手
側
が

関
心
を
示
す
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
意
図
せ
ざ
る
結
）
45
（
果
」

は
、
現
場
担
当
者
に
「
相
手
と
自
分
た
ち
と
の
文
化
の
違
い
」
と
し
て
認
識
さ

れ
、
先
方
の
「
文
化
」
に
合
わ
せ
て
事
業
の
内
容
や
方
法
が
工
夫
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。

第
二
に
、
政
策
に
か
か
わ
る
諸
主
体
の
間
で
対
立
葛
藤
が
起
き
る
可
能
性
で

あ
る
。
文
化
外
交
を
例
に
と
る
と
、
財
務
省
や
外
務
省
、
文
化
交
流
機
関
、
国

内
外
の
協
力
者
が
そ
れ
ぞ
れ
、
政
策
で
扱
う
文
化
の
内
容
（w

hat

）、
相
手
と

の
関
わ
り
か
た
（how

）、
実
施
体
制
や
最
終
決
定
権
を
も
つ
主
体
（w

ho

）
等

に
関
し
て
異
な
る
考
え
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
同
一
組
織
内
で
も
、
外
務
本
省
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と
在
外
公
館
、
文
化
交
流
機
関
ト
ッ
プ
と
現
場
担
当
者
な
ど
、
立
場
に
よ
り
意

見
が
違
っ
た
り
す
る
。
政
治
家
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
「
ア
ウ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
」

に
い
る
主
体
が
介
入
す
る
こ
と
も
あ
る
。
国
際
文
化
関
係
に
お
け
る
「
わ
れ
わ

れ
」
の
範
囲
、
文
化
の
定
義
、
表
現
の
自
由
の
よ
う
な
根
源
的
テ
ー
マ
が
争
点

化
し
た
場
合
、
社
会
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
論
争
に
発
展
す
る
場
合
も

あ
）
46
（
る
。

第
三
に
、
当
事
者
の
無
自
覚
性
で
あ
る
。
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
か
か
わ
る
諸
主
体
は
、

自
ら
が
国
際
文
化
関
係
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
と
意
識
し
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。
国
際
的
に
活
躍
す
る
作
家
な
ど
が
自
国
と
外
国
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て

政
府
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
人
は
自
ら
の
創
作
・
表
現
欲
に

従
っ
て
い
る
だ
け
で
、
友
好
親
善
や
自
国
文
化
普
及
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
意

識
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。
政
府
関
係
者
に
関
し
て
も
、「
わ
が
国
」
の
影
響
力
や

利
益
の
た
め
に
自
国
の
文
化
要
素
を
活
用
す
る
意
識
は
高
い
反
面
、
そ
の
文
化

が
相
手
社
会
に
与
え
る
影
響
や
自
国
内
で
の
異
文
化
理
解
推
進
に
は
無
関
心
で

あ
る
場
合
も
多
い
。
こ
う
し
た
「
国
際
文
化
関
係
の
現
実
と
当
事
者
の
認
識
の

ギ
ャ
ッ
プ
」
は
、
と
き
に
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
現
場
で
混
乱
や
軋
轢
を
生
む
こ
と
が
あ
る
。

国
際
文
化
関
係
運
営
の
政
策
研
究
に
お
け
る
Ｃ
Ｒ
Ｐ
概
念
の
採
用
に
は
二
重

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
第
一
に
、
従
来
異
な
る
政
策
分
野
や
行
政
領
域
で
扱
わ

れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
「
文
化
政
策
」
や
「
交
流
政
策
」
を
総
合
的
に
分
析
考

察
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
文
化
を
振
興
普
及
す
る
政
策
の
み
な
ら
ず
、
文
化
的

隔
離
政
策
、
鎖
国
政
策
、
外
国
文
化
規
制
政
策
等
も
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
枠
で
扱
う
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

第
二
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
文
化
政
策
の
立
案
、
実
施
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
広
い
視

点
で
検
証
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
文
化
外
交
や
文
化
政
策
は
評
価
が
難
し
い
と

い
わ
れ
る
が
、
そ
の
主
要
原
因
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
（
参
加
者
、
聴
衆
、
観
客

な
ど
）
に
対
す
る
事
業
の
効
果
が
測
り
に
く
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｒ

Ｐ
で
は
、
最
終
的
に
実
施
さ
れ
る
事
業
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
政

策
形
成
に
関
与
す
る
プ
ロ
セ
ス
も
視
野
に
収
め
ら
れ
る
。
事
業
立
案
実
施
に
か

か
わ
る
専
門
家
や
団
体
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

も
ま
た
国
際
文
化
関
係
の
運
営
行
為
で
あ
る
。
事
業
そ
の
も
の
よ
り
も
、
準
備

や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
段
階
で
つ
く
ら
れ
る
つ
な
が
り
の
方
が
、
長
期
的
な
国

際
社
会
の
安
定
や
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
政
策
過
程
の
全
体

に
目
配
り
す
る
こ
と
で
、
国
際
文
化
関
係
運
営
の
奥
深
い
多
様
な
効
果
を
検
討

で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、〈
く
に
〉
に
よ
る
国
際
文
化
関
係
の
運
営
行
為
と
し
て
の
Ｃ

Ｒ
Ｐ
と
い
う
観
念
は
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
多
文
化
化
す
る
世
界
の
安
定

や
繁
栄
の
た
め
の
方
策
を
、
よ
り
包
括
的
か
つ
精
密
に
構
想
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

三　

ド
イ
ツ
と
日
本
に
お
け
る
国
際
文
化
関
係
運
営
へ
の 

〈
く
に
〉
の
関
与
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）

一
国
の
行
う
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
範
囲
や
内
容
は
、
当
該
の
〈
く
に
〉
の
構
造
、
内
外

の
「
他
者
」
と
の
関
係
な
ど
に
規
定
さ
れ
、
多
彩
な
形
を
と
る
。
本
節
で
は
ド

イ
ツ
と
日
本
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
概
観
し
、
両
国
の
国
際
文
化
関
係
運
営
の
大
ま
か
な

特
徴
を
つ
か
み
た
い
。
両
国
は
近
代
以
降
の
国
民
国
家
形
成
プ
ロ
セ
ス
や
二
〇

世
紀
の
歴
史
的
経
験
に
お
い
て
共
通
点
も
あ
る
が
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
多
く
の
部
分
で
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対
照
的
で
あ
る
。

独
日
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
前
節
で
示
し
た
四
領
域
に
整
理
し
た
の
が
表
１

で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
個
々
の
具
体
的
政
策
を
解
説
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
以
下
簡
単
に
ま
と
め
る
。

(1)　
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
中
心
は
、
外
務
省
が
統
括
す
る

積
極
的
で
幅
広
い
文
化
外
交
（
対
外
文
化
教
育
政
策Ausw

ärtige 
K

ultur- und Bildungspolitik, 
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｐ
）
で
あ
）
47
（
る
。
二
〇
一
九

年
の
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｐ
全
予
算
の
う
ち
外
務
省
予
算
が
占
め
る
割
合
は

五
六
・
六
％
で
、
残
り
の
約
四
割
強
は
他
の
連
邦
省
庁
が
所
管
し

て
い
る
（
教
育
研
究
省
一
九
％
、
首
相
府
文
化
メ
デ
ィ
ア
担
当
官

一
七
・
八
％
、
経
済
協
力
開
発
省
二
・
八
％
、
家
族
・
高
齢
者
・
女

性
・
青
年
省
二
％
、
内
務
省
一
・
八
）
48
（
％
）。
実
際
の
事
業
の
大
半
は
、

ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
（
Ｇ
Ｉ
）、
ド
イ
ツ
学
術
交
流
会

（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
等
、
媒
介
機
関
（M

ittlerorganisationen

）
と
呼

ば
れ
る
民
間
ス
テ
イ
タ
ス
の
専
門
組
織
が
、
政
府
省
庁
の
支
援
の
下

で
分
野
別
に
立
案
実
施
し
て
い
る
。
媒
介
機
関
の
活
動
は
幅
広
く
、

今
日
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
文
化
政
策
の
一
部
も
含
む
。
Ｇ
Ｉ
に
よ

る
「
統
合
コ
ー
ス
」
の
実
施
や
ド
イ
ツ
語
学
学
習
ア
プ
リ
の
開
発
な

ど
、
移
民
・
難
民
の
定
住
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
そ
の
例
で
あ

る
。
ブ
ラ
ン
ド
文
化
政
策
は
全
体
に
控
え
め
で
あ
る
。
連
邦
制
を
と

る
ド
イ
ツ
で
は
、
国
内
文
化
政
策
は
自
治
体
や
州
政
府
の
担
当
で
あ

る
が
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
の
文
化
施
設
運
営
や
歴
史
関
連
政
策
等
の
代

表 1　ドイツと日本の主要な CRPとその管轄（筆者作成）

領域 ドイツ 日本

外
交

対外文化教育政策（AKBP）
（外務省の統括下で複数省庁の予算を使用。施策
は「インバウンド」等他の領域にも広がる。個別
事業は民間ステイタスの媒介機関が立案実施）

広報文化外交
（外務省、国際交流基金 JF）
自治体国際交流の推進
（総務省、外務省）

ブ
ラ
ン
ド

立地政策（Standortpolitik）
（例「アイディアの国ドイツ Land of Ideas」連
邦政府とドイツ産業連盟の共同事業）

クールジャパン政策
（内閣府、経済産業省）
文化芸術政策における「日本ブランド」の推進
（文化庁）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

外国人材招致、難民受入
（連邦移民難民庁、対外文化政策媒介機関）
ポータルサイトResearch in Germany, Study 
in Germany
（連邦教育研究省の予算でドイツ学術交流協会
DAADが運営）
観光振興（ドイツ観光局）

東京 2020オリンピック・パラリンピックの開催
（コロナ禍で「国内」に重点変化？）
観光立国
（観光庁、日本政府観光局 JNTO）
JETプログラム
（総務省、外務省、文部科学省、自治体国際化協
会の共同事業。「国内」にもまたがる）
ポータルサイト Study in JAPAN
（文部科学省）

国
内

「記憶の文化」の振興、文化遺産の管理運営、主
要国際文化イベント開催
（連邦政府文化メディア担当官）
移民・難民の統合
（連邦移民難民庁、内務省、対外文化政策媒介機関）
文化連邦主義に立ったローカルな文化政策・異文
化間政策の振興
（主管は州・自治体）
社会における多様性の推進
（各省庁）

地域の国際化と多文化共生の推進（総務省）
国際理解教育、グローバル人材教育、外国につな
がる子どもの教育
（文部科学省）
日本語教育の推進（文化庁）
国際文化交流を通じた芸術文化振興（文化庁）
社会における多様性の推進
（各省庁）

（2021年 3月時点の情報に基づく。個別の政策は主たる該当領域に分類している。）
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表
的
事
業
は
連
邦
政
府
が
担
っ
て
い
）
49
（
る
。

ド
イ
ツ
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
特
徴
は
三
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
政
策
の
立
案
実

施
に
お
け
る
分
権
と
委
任
で
あ
る
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｐ
も
複
数
の
分
野
別
媒
介
機
関
が

幅
広
い
裁
量
を
も
っ
て
事
業
を
企
画
、
実
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
元
的
で

「
ゆ
る
い
」
性
格
は
、
近
代
以
前
か
ら
の
領
邦
国
家
の
伝
統
と
、
ナ
チ
時
代
の
自

民
族
至
上
的
な
文
化
政
策
へ
の
反
省
に
基
づ
く
。

第
二
に
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｐ
が
「
外
交
」
を
起
点
と
し
つ
つ
他
の
諸
領
域
を
も
包
摂

す
る
広
が
り
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｐ
の
中
心
的

管
轄
官
庁
は
外
務
省
だ
が
、
事
業
の
約
半
分
は
他
の
複
数
省
庁
の
予
算
で
立
案

実
施
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
連
邦
教
育
研
究
省
の
予
算
で
行
わ
れ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
お
よ
び
国
内
文
化
政
策
（
留
学
生
や
高
度
人
材
の
招
致
、
難
民
の
受
入
統

合
）
は
質
量
両
面
で
存
在
感
を
増
し
、
今
日
の
国
際
文
化
関
係
運
営
の
重
点
と

な
っ
て
い
）
50
（
る
。

第
三
に
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
、
自
由
で
創
造
的
、
協
調
的
、
人
間
的
な
社
会
を
構
築
す

る
手
段
と
み
な
し
、
意
識
的
か
つ
積
極
的
に
振
興
活
用
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
こ

う
し
た
方
針
は
二
〇
世
紀
後
半
に
形
成
さ
れ
た
民
主
主
義
的
政
治
文
化
の
産
物

で
あ
る
）
51
（
が
、
最
近
は
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。
二
〇
一
七

年
の
連
邦
議
会
選
挙
で
第
三
党
と
な
っ
た
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
（
Ａ
ｆ

Ｄ
）」
は
、
ド
イ
ツ
の
主
導
文
化
（Leitkultur

）
振
興
を
主
眼
に
、
よ
り
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
を
帯
び
た
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
志
向
し
て
い
る
。

(2)　
日
本

日
本
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
縦
割
り
行
政
構
造
の
中
で
複
数
の
官
庁
が
管
轄
し
て
い

る
。
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
強
化
に
主
眼
を
置
き
、
近
年
は
「
ブ

ラ
ン
ド
」
や
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
領
域
の
政
策
が
盛
ん
で
あ
る
。「
外
交
」
領

域
で
は
、
外
務
省
主
管
の
広
報
文
化
外
交
に
加
え
、
総
務
省
が
中
心
に
な
っ
て

地
方
自
治
体
の
国
際
交
流
を
支
援
し
て
い
る
。「
地
域
の
国
際
化
」
の
旗
印
の

下
で
都
道
府
県
や
市
区
町
村
の
国
際
交
流
協
会
が
活
動
し
て
い
る
が
、
事
業
内

容
で
は
在
住
外
国
人
向
け
多
文
化
共
生
施
策
の
比
重
が
増
え
て
お
り
、「
国
内
」

文
化
政
策
の
様
相
を
強
め
て
い
る
。

日
本
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
三
つ
の
特
徴
を
も
つ
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
の
そ
れ
と
比
べ

中
央
集
権
的
で
、「
上
か
ら
」
行
わ
れ
て
い
る
印
象
を
与
え
る
。
た
と
え
ば
Ｊ
Ｅ

Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
外
国
の
若
者
に
日
本
の
地
方
で
働
き
な
が
ら
暮
ら
す
体
験

を
提
供
す
る
政
策
だ
が
、
政
府
を
あ
げ
て
〈
く
に
〉
の
役
に
立
つ
外
国
人
を
招

致
す
る
意
味
で
は
一
九
世
紀
の
「
お
雇
い
外
国
人
」
を
想
起
さ
せ
る
部
分
も
あ
る
。

し
か
し
第
二
に
、
政
府
の
行
政
構
造
の
中
で
見
る
と
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
管
轄
は
分

散
的
で
、
経
済
産
業
省
、
文
部
科
学
省
、
総
務
省
、
文
化
庁
と
い
っ
た
国
内
官

庁
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
推
進
し
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
に
内
閣
府

知
的
財
産
戦
略
事
務
局
が
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
」
を
策
定
し
、
ブ
ラ
ン
ド

文
化
政
策
を
軸
に
関
係
各
機
関
の
連
携
強
化
を
進
め
て
い
る
が
、
省
庁
間
の
縦

割
り
を
越
え
た
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
体
系
化
の
展
望
は
不
透
明
で
あ
る
。

第
三
に
、
第
二
の
特
徴
と
も
関
連
し
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
支
え
る
構
想
な
い
し

グ
ラ
ン
ド
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
が
ま
だ
曖
昧
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
や
「
文
化
芸
術
立
国
」
の
よ
う
な
標
語
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は

自
国
の
歴
史
的
経
験
と
の
関
連
や
国
民
的
な
議
論
が
不
足
し
た
ま
ま
う
た
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
現
実
に
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
背
負
っ
た
〈
ひ

と
〉
と
向
き
合
い
、
そ
の
多
様
性
を
〈
く
に
〉
の
資
源
と
し
て
、
伝
統
と
結
び
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つ
け
、
新
た
な
活
力
へ
昇
華
さ
せ
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
実
行
力
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
ド
イ
ツ
と
日
本
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
あ
ら
ま
し
を
見
て
き
た
。
四
領
域
の

主
要
政
策
を
整
理
し
全
体
的
特
徴
を
概
観
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
国
際
文
化
関

係
の
運
営
行
為
が
政
府
官
庁
の
所
轄
を
越
え
た
幅
広
い
射
程
を
も
ち
、
多
様
な

主
体
を
巻
き
込
ん
で
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
両

国
の
行
政
制
度
や
歴
史
、
政
治
文
化
も
か
い
ま
見
え
る
。

ド
イ
ツ
と
日
本
は
、
行
政
構
造
面
で
連
邦
制
と
中
央
集
権
制
と
い
う
違
い
が

あ
る
一
方
、
近
代
以
来
の
国
民
構
成
原
理
に
は
共
通
点
も
多
く
、
今
日
で
は
少

子
高
齢
化
と
い
う
同
じ
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
戦
後
、
外
国
人
労
働

者
を
積
極
的
に
招
致
し
、
最
終
的
に
移
民
と
し
て
統
合
、
近
年
は
難
民
の
大
量

受
け
入
れ
に
も
踏
み
切
っ
た
。
こ
う
し
た
〈
く
に
〉
の
あ
り
方
の
変
化
に
あ
わ

せ
、「
外
交
」
領
域
の
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
担
っ
て
き
た
諸
ア
ク
タ
ー
が
、
他
領
域
と
り
わ

け
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
文
化
政
策
へ
と
活
動
を
広
げ
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
や
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
は

一
世
紀
近
い
歴
史
を
も
ち
、
異
文
化
を
背
景
と
す
る
人
た
ち
に
ド
イ
ツ
の
こ
と

ば
や
文
化
を
伝
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
多
様
な
人
び
と
と
専
門
分
野
で
対
話
し
協
働

す
る
経
験
を
積
ん
で
い
る
。
国
境
を
越
え
て
〈
ひ
と
〉
が
行
き
交
う
今
日
、〈
く

に
〉
の
外
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
「
異
な
る
人
び
と
」
と
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
・
ド
イ
ツ

人
と
の
関
係
構
築
に
こ
れ
ら
組
織
が
携
わ
る
の
は
自
然
、
か
つ
効
率
的
で
あ
）
52
（
る
。

日
本
は
近
年
外
国
人
材
受
入
を
す
す
め
、
定
住
す
る
多
数
の
外
国
系
住
民
の

統
合
も
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
今
後
は
従
来
的
な
行
政
区
分
に
と
ら
わ
れ
ず
、

予
算
や
人
員
を
う
ま
く
動
員
し
て
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
行
う
工
夫
が
必
要
だ
ろ
う
。
一
案

と
し
て
外
務
省
管
下
で
Ｃ
Ｒ
Ｐ
を
担
う
独
立
行
政
法
人
の
積
極
的
活
用
が
考
え

ら
れ
る
。
現
在
、
国
際
交
流
基
金
（
Ｊ
Ｆ
）
は
、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

で
来
日
す
る
看
護
師
等
候
補
者
の
日
本
語
研
修
実
施
を
行
っ
て
い
る
。
過
去
に

は
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
主
催
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
外
部
諸
団
体
と
協
力
し
、
外
国
人
材
受
入
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
二
〇
二
〇
年
に
立
ち
上
げ
た
。
Ｊ
Ｆ
に
関
し
て
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二
〇
〇
一
年
の

中
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省
庁
再
編
で
「
外
交
に
資
す
る
」
活
動
へ
の
特
化
が
促
さ
れ
た
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ド
イ

ツ
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｐ
媒
介
機
関
の
状
況
を
み
る
と
、
Ｊ
Ｆ
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
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長
年
培
っ
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ノ
ウ
ハ
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ネ
ッ
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ワ
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ク
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「
イ
ン
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ウ
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ド
」
や
「
国
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よ
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幅
広
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入
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文
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文
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役
立
て
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重
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よ
う
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わ
れ
る
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国
際
化
ブ
ー
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三
省
庁
が
連
携
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上
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Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
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グ
ラ
ム
は
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国
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理
解
教
育
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地
域
振
興
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東
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震
災
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復
興
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挙
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て
い
る
。
国
内
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国
際
政
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の
相
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一
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ま
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大

局
的
見
地
に
立
っ
た
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
ふ
た
た
び
求
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ら
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。

お 

わ 

り 

に

本
論
文
で
は
、
今
日
の
国
際
社
会
に
お
い
て
多
様
な
背
景
を
も
つ
〈
ひ
と
〉

が
共
に
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き
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実
り
多
い
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
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国
際
関
係
の
文
化
の
次
元

に
着
目
す
る
こ
と
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国
際
文
化
関
係
の
運
営
そ
し
て
文
化
関
係
政
策
（
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
と
い
う
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し
い
広
い
視
点
を
と
り
い
れ
る
こ
と
を
提
起
し
た
。
分
析
的
ア

プ
ロ
ー
チ
と
管
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
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ぞ
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の
メ
リ
ッ
ト
と
注
意
点
を
ふ
ま

え
、
他
の
研
究
分
野
と
も
積
極
的
に
交
流
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協
働
し
て
、
国
際
社
会
の
長
期
的

安
定
や
創
造
的
発
展
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構
想
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
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世
界
が
大
き
く
変
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る
中
、
東
西
・
南
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。
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世
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と
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と
ソ
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官
と
民
、
諸
々

の
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策
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て
、
柔
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な
態
度
で
目
前
の
課
題
に
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り
組
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こ
と

が
必
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は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
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や
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。
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追
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